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建設系産業廃棄物の収集運搬・中間処理施設を、民間業者では初めて札幌市より許可を

取得して以来、リサイクルシステムに貢献すべく努力して参りました。 

引き続き、『地球環境に貢献する』を合言葉に全社一丸となり、積極的に取り組んでい

く所存であります。 
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■ 会 社 概 要 

○会   社   名   : エコライン株式会社 

○所   在   地   :（本社）北海道札幌市白石区川下６４１番地１７０ 

         （東雁来リサイクルセンター）札幌市東区東雁来町 262番地 132 

         （晩翠リサイクルセンター） 空知郡南幌町南１０線西１４番地 

○代 表 者 氏 名 : 代表取締役 井川 智章 

○事  業  内  容 : 一般貨物輸送・産業廃棄物の収集運搬及びリサイクル並びに中間  

          処理 

○設         立 : 昭和５０年１０月２４日 

○資    本    金 : ６０，５００，０００円 

○売    上    高 : １，８３５，２４３千円 

○従  業  員  数 : ７８名 

○敷  地  面  積 : 本社           １５，８４９.６２㎡ 

                   東雁来リサイクルセンター １８，６０４.００㎡ 

          晩翠リサイクルセンター  １６，５３６.２０㎡ 

○延  床  面  積 : 本社              ４８６.００㎡ 

          東雁来リサイクルセンター  １，２００.５８㎡ 

          晩翠リサイクルセンター   ３，０７０.９３㎡ 

○沿          革 :  

昭和 42年    山本 禎男が個人で運送業を開始。 

昭和 50年 10 月  運送免許を取得し株式会社に改組。札幌市白石区北郷より白石区 

         川下に本社を移転。 

平成 12年 3月  湯佐英司が社長に就任し北興グループの一員となる。 

平成 18年 3月  山本山運輸㈱、小林運輸㈱が合併し社名をエコライン㈱とし新た 

なスタートを切る。 

平成 19年 8月  松下運輸㈱より事業譲渡を受け新生エコライン㈱がスタートする。 

平成 21年 6月    建設系産業廃棄物の一般受入開始。 

平成 26年 5月  井川 智章が社長に就任する。 

平成 28年 12 月  空知郡南幌町に晩翠リサイクルセンターオープン。 
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　　　　　　　　　　エコライン株式会社　業務機構図

総務部　6名

課長 課長

東雁来 晩翠

配車　2名 業務係　4名 選別員　12名 選別員　7名

乗務員 33名 整備・修理　2名 事務員　3名 事務員　1名

業務課　次長 営業課　次長

営業員　2名

代表取締役　井川智章

代表取締役専務　音村誠一

常務取締役　伊藤長治

取締役　統括部長
長田祥和

営業部 リサイクルセンター事業部

 

 

（１）事業規模 

①収集運搬業 

 ・運搬車両の種類と台数：４９台（ユニック車３３台、パッカー車７台、ダンプ車 

６台、ウイング車１台、塵芥車１台、バン１台） 

   ・積替保管施設の有無と面積及び保管上限量：有 空知郡南幌町字幌向原野１０１３

番１３、面積 ３４．１７㎡、保管上限９３．６㎥ 

 ・種類（産業廃棄物） 

 

北海道 

燃え殻・汚泥・廃油・廃酸・廃アルカリ・廃プラスチック類・紙

くず・木くず・繊維くず・ゴムくず・金属くず・ガラスくず・コ

ンクリートくず及び陶磁器くず・がれき類・ばいじん 

以上、石綿含有産業廃棄物であるものを含む。また、水銀使用製

品産業廃棄物であるものを含み、燃え殻、汚泥、廃酸、廃アルカ

リ、ばいじんについては水銀含有ばいじん等であるものを含む。 

・種類（特別管理産業廃棄物） 

北海道 廃油・廃酸・廃アルカリ・廃石綿等 
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②処分業 

〇東雁来リサイクルセンター 

・処理施設の種類：選別・圧縮～廃プラスチック類（石綿含有産業廃棄物であるもの

を除く） 

・処理する産廃の種類：一般廃棄物及び特別管理産業廃棄物であるものを除く下記の

産業廃棄物（工作物の新築、改築、又は除去に伴って生じたものに限る。） 

圧縮 廃プラスチック類（石綿含有産業廃棄物であるものを除く） 

選別 廃油（アスファルト防水材に限る）・廃プラスチック類・紙くず・木くず・

繊維くず・金属くず・ガラスくず・コンクリートくず・陶磁器くず・がれ

き類・石膏ボード 

   ・処理能力：選別１６０ｔ/日、圧縮３．３６ｔ/日 

・処理方式：中間処理 

・処理工程図（別紙１）受入⇒手選別⇒搬出先（焼却、破砕、埋め立て） 

   〇晩翠リサイクルセンター 

   ・処理施設の種類：破砕・圧縮 

圧縮 廃プラスチック類、紙くず 

破砕 廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、金属くず、ガラスくず、

コンクリートくず及び陶磁器くず、がれき類 

    ・処理能力：圧縮 ダンボール６ｔ/日、廃プラスチック類４．９ｔ/日 

破砕 廃プラスチック類・４２．２ｔ/日、紙くず・７２．３ｔ/日、木くず ・

９９．４ｔ/日、繊維くず・２１．７ｔ/日、金属くず・６８．１ｔ/日、     

ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず・１８０.７ｔ/日、      

がれき類・１８４.５ｔ/日 

   木くず（チップ）・７６．０ｔ/日 

・処理方式：中間処理 

・処理工程図（別紙２）受入⇒前処理⇒破砕⇒焼却、埋立、売却 
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（２）処理実績 

産業廃棄物取扱量           

（中間処理) 

２０２２年度 ２０２３年度 ２０２４年度 

処分実績 割合 処分実績 割合 処分実績 割合 

単位（t） （％） 単位（t） （％） 単位（t） （％） 

木くず 6,779 19 5,291 13 4,886 12 

紙類 337 1 405 1 496 1 

金属くず 1,766 5 2,378 6 2,395 6 

がれき類 4,152 12 8,336 20 8,460 20 

ガラス、コンクリートくず

及び陶磁器くず 
1,514 4 2,628 6 2,557 6 

石膏ボード 1,938 6 3,463 8 3,809 9 

廃プラスチック 6,610 19 5,227 13 7,679 18 

繊維くず 27 0 37 0 51 1 

廃油 0 0 54 0 0 0 

残さ 11,893 34 13,247 33 11,377 27 

合計（t） 35,016 100 41,066 100 41,710 100 

 

 

収集運搬      

（当社中間処理) 

２０２２年度 ２０２３年度 ２０２４年度 

運搬実績 割合 運搬実績 割合 運搬実績 割合 

単位（t） （％） 単位（t） （％） 単位（t） （％） 

木くず 4,667 24 2,647 14 2,722 12 

紙類 241 1 255 1 352 2 

金属くず 1,209 6 1,268 7 1,394 6 

がれき類 3,182 16 5,104 27 5,937 26 

ガラス、コンクリートくず

及び陶磁器くず 
4,168 22 5,067 27 5,215 20 

石膏ボード 1,923 10 1,603 8 1,951 14 

廃プラスチック 3,767 19 2,997 16 5,080 19 
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繊維くず 300 2 18 0 21 1 

廃油 0 0 24 0 0 0 

合計（t） 19,457 100  18,983 100 22,672 100 

 

 

収集運搬                   

（運搬のみ) （t） 

２０２２年度 ２０２３年度 ２０２４年度 

運搬実績 割合 運搬実績 割合 運搬実績 割合 

単位（t） （％） 単位（t） （％） 単位（t） （％） 

木くず 120 10 37 6 108 12 

紙類 9 1 2 0 0 0 

金属くず 11 1 1 0 0 0 

がれき類 825 70 446 69 569 64 

ガラス、コンクリートくず       

及び陶磁器くず 
88 7 34 3 69 8 

石膏ボード 22 2 21 9 16 2 

廃プラスチック 81 7 59 5 80 9 

繊維くず 0 0 0 0 0 0 

廃油 2 0 11 2 13 1 

汚泥 2 0 15 2 20 2 

その他 17 1 17 3 2 1 

小計（t） 1,177 99 643 99 877 99 

特管物 1 1 6 1 12 1 

合計（t） 1,178 100  649 100 889 100 
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収集運搬            

（運搬のみ) （㎥） 

２０２２年度 ２０２３年度 ２０２４年度 

運搬実績 割合 運搬実績 割合 運搬実績 割合 

単位（㎥） （％） 単位（㎥） （％） 単位（㎥） （％） 

廃プラスチック 57 28 4 50 1 100 

ガラス、コンクリートくず         

及び陶磁器くず 
0 0 0 0 0 0 

廃油 17 8 4 50 0 0 

廃アルカリ 127 63 0 0 0 0 

がれき類 1 1 0 50 0 0 

その他 0 0 0 0 0 0 

合計（㎥） 202  100  8 100 1 100 

 

再資源化 

２０２２年度 ２０２３年度 ２０２４年度 

再資源化  

実績 
割合 

再資源化  

実績 
割合 

再資源化  

実績 
割合 

単位（t） （％） 単位（t） （％） 単位（t） （％） 

木くず 6,779 50 5,291 33 4,886 31 

紙類 337 2 405 3 496 3 

繊維くず 27 0 33 0 38 1 

石膏ボード 1,541 11 3,055 19 3,059 20 

廃プラスチッ

ク 
787 6 949 6 1,855 12 

金属くず 1,766 13 2,378 15 2,395 15 

がれき類 2,104 16 3,743 23 2,670 17 

その他 236 2 217 1 243 1 

合計（t） 13,577 100 16,071 100 15,642 100 
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（３）廃棄物の処理料金 

・運搬距離、廃棄物内容、回収形態等により、都度見積を行う。 

 

（４）許認可一覧 

許可証 内容 有効期限 自治体名 

一般区域貨物自動車運送事業：札陸自第 2329 号 

許可年月日：昭和 50年 10 月 9 日 

貨物輸送  陸運局 

産業廃棄物収集運搬業許可番号：第 00110018732 号 

許可年月日：平成元年 11月 14 日 

･収集運搬 令和 12 年 2月 24 日 北海道 

 

特別管理廃棄物収集運搬業許可番号：第 00150018732 号 

許可年月日：平成 23年 3月 4日 

･収集運搬 令和 12 年 3月 3 日 北海道 

 

産業廃棄物処分許可番号：第 05120018732 号 

許可年月日：昭和 51年 4月 28 日 

･選別 

･圧縮 

令和 12 年 3月 7 日 札幌市 

一般廃棄物収集運搬業許可番号：札清一廃抜根許可第９号 

許可年月日：平成 4 年 4 月 1日 

·収集運搬 令和 9年 7 月 3日 札幌市 

産業廃棄物処分許可番号：第 00120018732 号 

許可年月日：平成 28年 12 月 10 日 

・圧縮 

・破砕 

令和 10 年 12月 9 日 北海道 
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１． 対象範囲（認証・登録）    

○対象組織   本    社       ：北海道札幌市白石区川下６４１番地１７０ 

東雁来リサイクルセンター：北海道札幌市東区東雁来町２６２番地１３２ 

晩翠リサイクルセンター  ：北海道空知郡南幌町南１０線西１４番地 

○ＨＥＳ適用範囲： 一般貨物自動車運送業、一般廃棄物（伐採物、抜根等）収集運搬、 

産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物の収集運搬、建設廃棄物及び産業廃棄物  

の中間処理 

○ＥＡ２１適用範囲： 産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物の収集運搬、産業廃棄物の中間処理 

 

２. 環境改善活動取り組み体制 

         

最高責任者   環境責任者     営業・総務 G(11名) 

代表取締役 井川智章  代表取締役専務 音村誠一    責任者 長田祥和 

           

          業務 G 

         (44名) 

   自己評価チーム    責任者 松本進助 

   リーダー 伊藤長治      

   評価員 佐々木隼人     中間処理 G(29名) 

     小川裕大   責任者 柴田典明 

        責任者 東野洋介 

         

〇管理責任者 音村 誠一 連絡先 011-874-0570 

〇HES担当者  音村 誠一 連絡先 011-874-0570 
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３． 環境に関する基本方針 

 

環境に関する基本方針 

 

＜基本理念＞ 

 

  エコライン株式会社は、事業運営と地球環境の保全両立し、住み良い北海道の地域社

会を実現するために、全組織を挙げて環境改善活動に取り組みます。 

 

＜方 針＞ 

 

  エコライン株式会社は、産業廃棄物の収集運搬、処分業及びそれに関するサービスの

提供により発生する環境影響を低減するために、次の方針に基づき、環境改善活動を

推進します。 

 

 １．当社の活動、製品及びサービスが関わる環境への影響を常に認識し、全事業所にお

いて環境マネジメントシステムを継続的に改善し、汚染の予防にも努めます。 

 ２．環境に関連する法的及び当社が同意するその他の要求事項を順守します。 

 ３．当社の活動、製品及びサービスが関わる環境影響要因のうち、以下の項目を環境改

善活動の重点テーマとして取り組みます。 

  （１）二酸化炭素排出量の削減 (電気使用量、車輛燃料使用量の削減)  

  （２）水資源の保全 (一般水道水の使用量の削減) 

  （３）循環型社会への対応 (産業廃棄物のリサイクル率の向上) 

  （４）グリーン購入の推進 

 ４．この環境に関する基本方針は、全従業員が理解し、行動出来るよう周知徹底すると

ともに、社外にも公表します。 

 ５．地域密着型の環境保全活動に積極的に参画します。 

  この環境に関する基本方針を達成し、環境パフォーマンスを向上させるために、環境

目標を設定し、当社の全従業員をあげて、環境改善活動を展開するとともに、定期的に

見直しを実施します。 

 

 

２０２３年４月１日 制定 

エコライン株式会社      

 

代表取締役 井川 智章 
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４． 環境目標と実績（ＨＥＳ適用範囲）（2024 年度）2024/4～2025/3 

 

 

※取組スタートは２０１１年６月 

※評価基準  Ａ：達成率１００％以上 

Ｂ：達成率 ９０％～１００％未満 

Ｃ：達成率 ９０％未満 

  ※化学物質管理 年間使用量が少量のため、削減目標は設定せず、法順守等管理のみを行う。 

 

 

 

環境改善活動 具体的施策 目標値 実績値 評価 

電気使用量の削減               

2024年度まで基準年度 2021 年

度比 2％の削減 

･冷暖房温度の設定  

・休憩時間の消灯                   

・不要電源 OFF の励

行 

217,735     

ｋＷｈ／年 

 176,049 

ｋＷｈ／年 
A 

水の使用量の削減              

2024年度まで基準年度 2021 年

度比 2％の削減 

 

・車輌洗車時の適正

使用         

・節水パーツの利用  

        

533 ㎥／年 

         

542 ㎥／年 
B 

廃棄物排出量の削減 

産業廃棄物リサイクル率の向上                 

2024 年度までに 1％引き上げる 

(基準年度 2021 年度 35.0％） 

・分別の徹底  

・廃プラ処分内訳見

直し              

       

36.0％／年 

       

38.1%／年 
A 

グリーン購入                    

低廃出ガス認定かつ燃費基準達成車

への入替促進                  

2024年度まで目標 2 台 

 

・トラック 2 台                

      

2 台／年 
 

      

5 台／年 
 

A 

軽油使用量の削減 

走行１ｋｍ当たりの使用量を 2024年

度までに 2021 年度比 1.5％削減する 

（基準年度 2021 年度）0.328ℓ/1km） 

・アイドリング 

ストップ 

・運行効率の確保 

 

0.324ℓ／  

ｋｍ 

 

0.321ℓ／ 

ｋｍ 

(総量 379,597ℓ) 

 

A 

ガソリン使用量の削減 

営業収入 1 百万円あたりの使用量を

2021 年度比 1％削減する 

（基準年度 2021 年度 5.93ℓ/1 百万円） 

・アイドリング 

ストップ 

・効率的営業の展開 

 

5.87ℓ／  

百万円 

 

4.33ℓ／   

百万円 

(総量 7,474ℓ) 

 

A 

二酸化炭素排出量の削減 

2024年度までに2021年度比1％削減

する（基準年度 2021 年度 1,647 千㎏

-CO₂） 

 

・電気・化石燃料使

用量の削減 

 

 

1,630 千㎏

-CO2 

 

1,588 千㎏

-CO2 

 

A 
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中期環境目標（２０２３～２０２５年度） 

      

項 目 

基準年度 

２０２１年度 

環境目標       

環境目的 ２０２３年度 ２０２４年度 ２０２５年度 

        

 

省エネルギー 

            

消費電力 

222,179ｋｗｈ/

年 

 

219,957   

ｋｗｈ/年 

 

217,735   

ｋｗｈ/年 

 

215,513  

ｋｗｈ/年 

2025 年度まで

に、3％/年削減

する。 

         

省 資 源 

  

水の使用量 

544 ㎥/年 

 

 538 ㎥/年 

  

533 ㎥/年 

  

527 ㎥/年 

2025 年度まで

に、3％/年削減

する。 

                 

産業廃棄物の 

排出 

 

リサイクル率 

年 35.0％ 

 

35.5％/年 

 

36.0％/年 

 

36.5％/年 

2025 年度まで

に 1.5％引上げ

る。 

 

グリーン購入 

  

排ガス規制車の   

導入 

 

トラック等 

２台 

 

トラック等 

２台 

 

トラック等 

２台 

2025 年度まで

にトラック等

６台購入する。 

 

省エネルギー 

１km あたり

の軽油の使用

量 

0.328ℓ/1ｋｍ 

 

0.326 

ℓ/ｋｍ 

 

0.324 

ℓ/ｋｍ 

 

0.323 

ℓ/ｋｍ 

2025 年度まで

に 1.5％削減す

る。 

 

省エネルギー 

売上百万円あたり

のガソリンの使用

量 5.93ℓ/百万円 

 

5.90 

ℓ/百万円 

 

5.87 

ℓ/百万円 

 

5.84 

ℓ/百万円 

2025 年度まで

に 1.5％削減す

る。 

二酸化炭素

排出量削減 

2021 年度排出量 

1,647 千 kg-CO2 

基準年度から

0.5％削減する。

1,638 千 kg-CO2 

基準年度から

1.0％削減する。

1,630 千 kg-CO2 

基準年度から

1.5％削減する。

1,622 千 kg-CO2 

2025 年度まで

に、1.5％削減

する。 

 

 

５．環境改善活動の評価及び次年度の取組み 

【電気使用量の削減】 

○電気使用量は削減目標を達成しました。本社は、昼休みの消灯等節電に努め、電気使用量が前年

比６％減少しました。晩翠リサイクルセンターは、チップ製造量が減少したため、前年比で１２％

使用量が減少しました。東雁来リサイクルセンターは、電気使用量は微増で推移しました。日常

の休憩時間の消灯・省エネ機器への移行等の細やかな取組みは定着しています。  

２０２５年度も節電に取組み、電気使用量の削減に向けて一層努力していきます。 
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【水の使用量の削減】 

○水の使用量は目標に対して９㎥目標を上回り、目標を達成できませんでした。２０２４年は、 

晩翠リサイクルセンター堆積棟新築、本社改修工事等の影響により使用量が増加したことが主

な要因です。２０２５年度も引き続き節水に取組み、水の使用量を削減していきます。 

 

【廃棄物排出量の削減】 

○廃棄物排出量の削減は目標を達成しました。 

処理量が前年比６４４t 増加するなか、全体のリサイクル率は１％低下しましたが、廃プラス 

チックの再資源化率は６％上昇しました。 

 ２０２５年度も引き続き、選別精度の維持・向上を図り、リサイクル率を向上していきます。 

 

【グリーン購入】 

○排ガス規制基準を満たしたトラックを５台購入し、目標を達成できました。 

 ２０２５年度もトラック４台の入替を実施予定で計画を達成できる見通しです。 

 

【軽油使用量の削減】  

〇アイドリングストップの他効率の良い AI 配車の導入に取り組み、走行１㎞あたり軽油使用量は、

０．００３ℓ目標を上回りました。 

 ２０２５年度も、デジタコや AI 配車の有効活用により適正速度・効率の良い配車での運行を 

徹底し、目標を達成出来るよう取組んでいきます。 

（総量３７９，５９７ℓ） 

 

【ガソリン使用量の削減】 

〇営業担当者の減少により、ガソリンの使用量は前年比１，２６５ℓ減少しました。一方、札幌 

市内の再開発等による廃棄物処理量の増加に伴い、売上高は増収で推移し、大幅に目標を達成 

できました。 

 ２０２５年度も、効率的な営業を推進していきます。 

（総量７，４７４ℓ） 

 

【二酸化炭素排出量削減状況】（電力のＣＯ₂排出計数は北海道電力㈱の２０１８年度実績 ０．

６５６㎏-ＣＯ₂/ｋｗｈを使用） 

〇二酸化炭素排出量は１，５８８千㎏-ＣＯ２となり、前年１，５８２千㎏-ＣＯ2に対して、６千㎏

-ＣＯ2微増となりましたが、目標は達成できました。軽油の使用料は前年比７％増加しましたが、

電気を再生可能エネルギーに切り替えたことが目標達成の要因です。 

燃料の使用量を削減し、更なる二酸化炭素排出量抑制製品の導入により二酸化炭素排出削減に 

向けて一層努力していきます。 
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６．法的及び当社が同意するその他要求事項 

○当社の事業活動に該当する環境に関する法的及び当社が同意するその他の要求事項については、順守

状況を定期的に確認しております。利害関係者からの指摘、訴訟等はありません。 

<順守した法律> 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律・令・規則、廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則 

(北海道)、計量法、札幌市火災予防条例、道路運送車両の保安基準、フロン排出抑制法、建設工事に

係る再資源化等に関する法律、プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律 

 

７．２０２４年度活動の最高責任者の評価と今後の課題 

○２０２４年度は、建設業界においては２０２４年問題の取組みがスタートし、建築費の高騰・人

手不足等の影響がありましたが、札幌駅前再開発等の大型プロジェクトの進行により、建設廃棄

物を含む産業廃棄物の処理量は前年並みに推移しました。このような環境の中、各部門は環境目

標達成に向けて取組み、電気使用量の削減・廃棄物排出量の削減・グリーン購入・軽油使用量の

削減・ガソリン使用量の削減・二酸化炭素(ＣＯ2)排出量削減の各目標を達成できました。一方、

水の使用量の削減は、節水に取組みましたが、晩翠リサイクルセンター堆積棟新築・本社改修工

事等により使用量が増加し、目標に届きませんでした。目標を達成できなかった項目については、

次年度の課題として取組んで参ります。 

 

〇２０５０年の国のカーボンニュートラルの実現に向けて、当社においても二酸化炭素(ＣＯ2)排

出量の削減に向けた取組を進めています。２０２４年５月から、収集運搬車両においてバイオデ

ィーゼル燃料と軽油を混合したＢ５軽油(出光バイオディーゼル５)の実証試験に参加していま

す。また、２０２４年８月からは電力を再生可能エネルギーに切り替えるなど取組を継続してい

ます。 

 

〇２０２５年度に入り、札幌市内は、北海道新幹線札幌延伸の遅れ・建築費の高騰・人手不足等の

影響により、建設業者の受注にやや停滞感が出ています。一方、千歳・恵庭・北広島方面は、ラ

ピダス及び北海道ボールパーク関連事業等により建設着工が見込まれ、産業廃棄物の処理量は前

年程度を維持していくと想定しております。弊社は、これからも必要な設備投資を行い、リサイ

クル率を高め、収益を維持向上していく方針です。最終処分場は限られており可能な限りリサイ

クルを行い、事業拡大及び業績の向上に努め「地球環境」に貢献していきます。 
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別紙1

受入

品目

・再生品　「石膏ボード」　　　㈱北海道吉野石膏、㈱公清企業、ﾘｻｲｸﾙﾌｧｸﾄﾘｰ㈱

・再生品　「廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類」　 　㈱苫小牧清掃社、㈱北海道ｻﾆｯｸｽ環境

・再生品　「金属くず」　　　　㈱鈴木商会、㈱マテック、岡谷エコアソート㈱、

・再生品　「紙くず」　　　　　㈱マテック、エコフィスジャパン㈱

　　　　　　　　　　　　　　　㈱トクヤマチヨダジプサム

　　　　　　　　　　　　　　　㈱藤川紙業、㈱紅日貿易、㈲東昇貿易

・

ダ

ン

ボ

ー

ル

保

管

ヤ

ー

ド

・

金

属

く

ず

保

管

ヤ

ー

ド

搬　　出

・混合残さ「管理型」　　　　　空知興産㈱、㈲そらまめカンパニー、㈱道央油設処理公社

・混合残さ「安定型」　　　　　㈱道央環境、㈱新電工、㈱今多建設

・再生品　「ｶﾞﾗｽ陶磁器くず」　ﾘｻｲｸﾙﾌｧｸﾄﾘｰ㈱

・再生品　「がれき類」　　　　ﾘｻｲｸﾙﾌｧｸﾄﾘｰ㈱、リサイクル骨材㈱、㈱松原産業

・再生品　「木くず」　　　　　㈱三基開発、㈲繁泉産業、㈱総合農林社

選別・圧縮して各保管ヤードへ

中間処理施設(選別・圧縮)処理工程(東雁来リサイクルセンター)

自社の収集運搬 他社の収集運搬

建設廃棄物　(工作物の新築、改築又は除去によって生じたものに限る)

選別:廃油(アスファルト防水材に限る)、廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維く

ず、金属くず、ガラスくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず、がれき類

圧縮:廃プラスチック類

・混合残さ「焼　却」　　　　　空知興産㈱

・

混

合

残

さ

保

管

ヤ

ー

ド

・

石

膏

ボ

ー

ト

保

管

ヤ

ー

ド

・

が

れ

き

類

・

ガ

ラ

ス

く

ず

、

ｺ

ﾝ

ｸ

ﾘ

ｰ

ﾄ

く

ず

及

び

陶

磁

器

く

ず

保

管

ヤ

ー

ド ・

廃

油

保

管

ヤ

ー

ド

・

木

く

ず

保

管

ヤ

ー

ド ・

廃

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

保

管

ヤ

ー

ド
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保管場所

品目

・再生品　「金属くず」　　　　㈱鈴木商会、㈱マテック、岡谷エコアソート㈱、

　　　　　　　　　　　　　　　㈱藤川紙業、㈱紅日貿易

・再生品　「紙くず」　　　　　㈱マテック、エコフィスジャパン㈱、㈱苫小牧清掃社

・再生品　「石膏ボード」　　　㈱北海道吉野石膏、㈱公清企業

・混合残さ「安定型」　　　　　㈱道央環境、㈱新電工、㈱今多建設

・混合残さ「焼　却」　　　　　空知興産㈱

・再生品　「ｶﾞﾗｽ陶磁器くず」　ﾘｻｲｸﾙﾌｧｸﾄﾘｰ㈱

・再生品　「木くず」　　　　　㈱苫小牧清掃社、㈲繁泉産業、北海道地域暖房㈱

・再生品　「廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類」　 　㈱苫小牧清掃社

中間処理施設(破砕・圧縮)処理工程(晩翠リサイクルセンター)

自社の収集運搬 他社の収集運搬

・再生品　「がれき類」　　　　リサイクルファクトリー㈱

受入保管ヤード

廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、金属くず、ガラスくず・ｺﾝｸﾘｰﾄく

ず及び陶磁器くず、がれき類

前処理後破砕して各保管ヤードへ

・

混

合

残

さ

保

管

ヤ

ー

ド

・

が

れ

き

類

・

ガ

ラ

ス

く

ず

、

ｺ

ﾝ

ｸ

ﾘ

ｰ

ﾄ

く

ず

及

び

陶

磁

器

く

ず

保

管

ヤ

ー

ド ・

木

く

ず

保

管

ヤ

ー

ド ・

廃

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

保

管

ヤ

ー

ド

・

ダ

ン

ボ

ー

ル

保

管

ヤ

ー

ド

・

金

属

く

ず

保

管

ヤ

ー

ド

・

石

膏

ボ

ー

ト

保

管

ヤ

ー

ド

(

積

替

保

管

)

搬　　出

・混合残さ「管理型」　　　　　空知興産㈱、㈲そらまめカンパニー

別紙2

 


